
由仁町地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

１便当たりの利用者数目標2.8人
年間延べ利用者数目標1,600人
年間実利用数目標60人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

平成30年3月7日
第３回由仁町地域公共交通会議を開催
（主な協議事項）
運行状況、生活交通確保維持改善計画変更
平成30年6月28日
第１回由仁町地域公共交通会議を開催
（主な協議事項）
運行状況、生活交通確保維持改善計画
平成31年１月18日
第２回由仁町地域公共交通会議（書面会議）を開催
地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価

平成30年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

第６次由仁町総合計画に位置付けた「町内の公共交通空白地域
の解消など町内交通体系の検討・確保」を推進する観点から、交
通空白地域の解消に向けた新たな公共交通体系を検証するた
め、デマンドタクシーの実証運行を実施したところであり、当該実
証運行結果等を踏まえ、今後の少子高齢化社会に対応するため
に、町内公共交通空白地域に住む高齢者や免許返納者等に対
し、町内公共施設、医療機関の利用や町内商店街での買い物、
路線バス、ＪＲとの接続等のための交通手段のための移動手段を
確保し、高齢者の健康増進や地域経済の活性化などの効果が期
待される交通体系を構築すること。

運行系統名 ： 由仁町内線（運行区域の自宅～由仁町役場、健康元気づくり館、ＪＲ由仁駅着地 由仁町立診療所等の間）
運 行 区 域 ： 川端、東三川、中三川、本三川、岩内、山桝および熊本の一部の地区 ※４月１日より、熊本の一部を追加。
運 行 日 ： 月・水・土曜日及び祝祭日。ただし、年末年始（12月31日～1月5日）は運休。
運 行 便 数 ： １日５便 ※４月１日より、第５便廃止し１日４便。
運 賃 ： ２５０円（対象地区居住者で６５歳以上の方）

ただし、運転免許返納者、または、一定の病気に該当し免許取消もしくは停止された方は１００円。

地域公共交通の現況

・ＪＲ室蘭本線（由仁駅、古山駅、三川駅）
・ＪＲ石勝線（川端駅）
・北海道中央バス(株)（岩見沢路線三川線）
・夕張鉄道(株) 【夕鉄バス】（急行線）



平成30年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・約３年の実証運行の結果を元に、曜日の変更と時間帯を追加し、平成27年10月1日から本格運行を実施。
・実証運行の期間中に広報誌に掲載し、対象の６地区の老人クラブに対し、クラブ単位で説明会を行った。
・平成30年度において、運行区域拡大の要望を受け老人クラブ会合時等での意向調査とあわせ、これまでの利用状況の

検証を行い、効率的な運行となるよう事業計画の見直しを行った。
平成30年４月１日より運行区域に熊本の一部の地区を加え、利用度の低い夕方便を廃止し、午前、午後各2便の１日４便
運行とした。

【系統名・運行ルート図】

２

２）運行系統



３）利用実績

４）収入実績
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

第5便 0 0 0 0 1 0 0 3 4 1 1 0
第4便 13 11 9 7 8 19 10 11 12 8 9 15
第3便 6 7 8 4 3 6 10 11 6 4 4 9
第2便 41 42 33 27 36 36 29 30 30 38 37 27
第1便 49 40 34 28 39 37 40 43 45 47 45 44
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（単位：人）（単位：人）

（単位：円） （単位：円）

平成29年度（平成28年10月～平成29年9月） 合計1,117人 平成30年度（平成29年10月～平成30年9月） 合計1,083人

平成29年度（平成28年10月～平成29年9月） 合計245千円 平成30年度（平成29年10月～平成30年9月） 合計229千円

109 100 84 66 87 98 89 98 97 98 96 95 107 77 90 78 81 85 81 83 103 110 114 74

- - - - - -



６）目標・効果達成状況

１便当たりの利用者数は目標2.8人に対して実績2.8人とな
り、

年間延べ利用者数は目標1,600人に対して実績1,083人、

年間実利用数は目標60人に対して実績43人で前年度より４
人増となっている。

４

７）事業の今後の改善点

利用登録者数も少しずつ増えているが、利用者数は減少傾
向で実利用者数からも一部利用者のみに限定されている。
引き続き運行区域の利用者に対し老人クラブなどの会合等
を通じて利用啓発を進める。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。

・目標の年間延べ利用者数を大きく下回っている状況であ
る。老人クラブのみならず世代を問わない利用促進策を講
じ、利用者増となるよう取り組まれたい。

・利用状況検証による運行区域の拡大や効率的な運行を行
うべく便数の見直しなどの対策を行っており、今後も利用者
目線にたった事業となることを期待する。

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


